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常任委員会 常任委員会

●
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員

会
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

問
　
　
　
図
書
館
管
理
運
営

業
務
の
限
度
額
の
増
減
は
。

答
　
　
　
今
回
の
ほ
う
が
２

３
４
５
万
円
増
。

問
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
使

用
料
ア
ッ
プ
、
夏
季
使
用
料

新
設
で
年
間
歳
入
額
は
。

答
　
　
　
合
わ
せ
て
７
４
０

万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

伊
奈
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問
　
　
　
特
定
一
般
用
医
薬

等
の
医
療
費
控
除
の
特
例
と

は
。

答
　
　
　
自
己
の
健
康
意
識

を
高
め
、
自
主
的
に
自
分
の

責
任
で
服
薬
す
る
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自
主
服

薬
）
推
進
の
た
め
、
新
た
な

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を

購
入
し
た
費
用
に
つ
い
て
所

得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
。

問
　
　
　
「
軽
自
動
車
税
」

が
「
種
別
割
」
と
な
る
が
。

答
　
　
　
名
称
の
変
更
だ

け
。

問
　
　
　
法
人
税
割
の
税
率

変
更
に
よ
る
影
響
は
。

答
　
　
　28

年
度
予
算

ベ
ー
ス
で7

千
万
円
ほ
ど
減

る
。

●
28
年
度
一
般
会
計

　
　補
正
予
算
（
第
4
号
）

図
書
館
管
理
運
営
業

務
の
限
度
額
の
増
減

は
。

今
回
の
ほ
う
が
２
３

４
５
万
円
増
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
使
用

料
ア
ッ
プ
、
夏
季
使

用
料
新
設
で
年
間
歳
入
額
は
。

合
わ
せ
て
７
４
０
万

円
を
想
定
し
て
い
る
。

《主な審査事項》

行
政
施
策
の
総
合
企
画
調
整
、予
算
、行
財
政
運
営
、

情
報
公
開
、
職
員
、
交
通
安
全
、
防
犯
、
防
災
、
町

税
の
賦
課
徴
収
、
住
民
相
談
、
消
防
、
救
急
、
農
業
、

商
工
業
、
区
画
整
理
、
道
路
河
川
、
建
築
関
係

●
伊
奈
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

特
定
一
般
用
医
薬
等

の
医
療
費
控
除
の
特

例
と
は
。自

己
の
健
康
意
識
を

高
め
、
自
主
的
に
自

分
の
責
任
で
服
薬
す
る
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
自

主
服
薬
）
推
進
の
た
め
、
新

た
な
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
を
購
入
し
た
費
用
に
つ
い

て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
。

「
軽
自
動
車
税
」
が

「
種
別
割
」
と
な
る

が
、
何
か
変
わ
る
の
か
。

名
称
の
変
更
だ
け
。

法
人
税
割
の
税
率
変

更
に
よ
る
影
響
は
。

28
年
度
予
算
ベ
ー
ス

で
7
千
万
円
ほ
ど
減

る
。

※
ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬
品

伊奈氏屋敷跡の整備予定地を視察しました

放課後児童クラブの適正規模化について質疑中の様子

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

《主な審査事項》

町
民
の
諸
証
明
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
医

療
、
予
防
接
種
、
各
種
検
診
、
社
会
福
祉
、
児
童
福

祉
、
母
子
保
健
、
保
育
、
子
育
て
支
援
、
人
権
、

公
共
下
水
道
、
水
道
事
業
、
環
境
衛
生
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
、
学
校
給
食
関
係

文
教
民
生
常
任
委
員
会

　町長提出議案は、総務建設産
業常任委員会に 2件を、文教民
生常任委員会に 9件をそれぞれ
付託し、すべて原案どおり可決
しました。

●
伊
奈
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
実
施
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

今
回
の
条
例
改
正
に

よ
り
、
来
年
の
7
月

以
降
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
大
規
模
化
が
解
消
さ
れ
、

適
正
規
模
化
が
図
ら
れ
る
の

か
。

　
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
地
方
公
共
団
体

の
自
由
度
が
拡
大
し
、
自
主
性
及
び
自
立
性
の
高
ま

り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
地

方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
が
格
段
に
重
く

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
議
会
議
員
の
活
動
も
幅
広
い
分
野
に

及
ぶ
と
と
も
に
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
統
一
地
方
選

挙
に
お
い
て
、
町
村
で
は
議
員
へ
の
立
候
補
者
が
減

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書

常任委員会での
　　　　議案審査
常任委員会での
　　　　議案審査

来
年
7
月
1
日
か
ら

3
児
童
ク
ラ
ブ
の
増

設
と
な
る
。
一
つ
の
ク
ラ
ブ

と
し
て
40
人
以
下
と
な
る
の

で
、
ク
ラ
ブ
の
適
正
規
模
化

が
図
ら
れ
る
。

夏
休
み
の
期
間
だ
け

利
用
す
る
と
い
う
利

用
の
仕
方
を
引
き
続
き
認
め

る
の
か
。学

校
が
長
期
の
休
業

に
入
る
こ
と
で
、
保

育
が
必
要
に
な
る
家
庭
も
生

じ
る
の
で
、
夏
休
み
だ
け
の

利
用
も
認
め
る
。

保
育
料
を
7
0
0
0

円
か
ら
8
0
0
0
円

に
月
額
1
0
0
0
円
を
引
き

上
げ
る
が
、
町
と
し
て
ど
の

程
度
増
収
と
な
る
の
か
。

町
と
し
て
5
6
0
万

円
程
度
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
る
。

少
し
、
無
投
票
当
選
が
増
加
す
る
な
ど
、
住
民
の
関

心
の
低
下
や
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
を
時

代
に
相
応
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
議
員
を
志
す

新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方
議
会

に
お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
　
平
成
28
年
12
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
伊
奈
町
議
会

〈
提
出
先
〉

　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理
大
臣
　

　
内
閣
官
房
長
官
　
財
務
大
臣
　
総
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

意
見
書

意
見
書

　
　
　
　
　
　青
木

　久
男

　
議
員
個
人
の
掛
け
金
と
同

じ
額
を
町
が
負
担
す
る
仕
組

み
の
年
金
制
度
を
求
め
る
こ

の
意
見
書
は
、
名
こ
そ
違
い

五
年
前
廃
止
さ
れ
た
ば
か
り

の
特
権
的
議
員
年
金
の
再
来

と
な
る
こ
と
は
必
至
で
反
対

す
る
。

反
対
討
論

討
　論 ふ

さ
わ

※

医
療
薬
で
あ
っ
た
も
の
が
、
市
販
薬

と
し
て
薬
局
で
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
医
薬
品
。
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整
備
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
　
平
成
28
年
12
月
14
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
伊
奈
町
議
会

〈
提
出
先
〉

　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議
長
　
内
閣
総
理
大
臣
　

　
内
閣
官
房
長
官
　
財
務
大
臣
　
総
務
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣

意
見
書

意
見
書

　
　
　
　
　
　青
木

　久
男

　
議
員
個
人
の
掛
け
金
と
同

じ
額
を
町
が
負
担
す
る
仕
組

み
の
年
金
制
度
を
求
め
る
こ

の
意
見
書
は
、
名
こ
そ
違
い

五
年
前
廃
止
さ
れ
た
ば
か
り

の
特
権
的
議
員
年
金
の
再
来

と
な
る
こ
と
は
必
至
で
反
対

す
る
。

反
対
討
論

討
　論 ふ

さ
わ

※

医
療
薬
で
あ
っ
た
も
の
が
、
市
販
薬

と
し
て
薬
局
で
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
医
薬
品
。
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